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　飯村量平さん（下妻乙、88歳）は、昭和34年

に筑波郡筑波町立作岡中学校で教員としての

キャリアをスタートし、平成２年には水海道

市立（現・常総市立）菅原小学校の校長に就任

されました。平成９年に東部中学校長として

定年退職するまで、長い年月にわたり児童生

徒の健全な育成と学校教育の発展に努めてこ

られました。特に道徳教育や生徒指導、体力

向上に力を入れ、多くの児童生徒から信頼を

寄せられました。地域との連携を重視し、あ

いさつ運動やキャンプ活動を通じて、生徒に

健全な人間関係や自立心を育むことにも貢献

されました。

　飯村さんは「このような章をいただけてあ

りがとうございます」と感謝の意を述べまし

た。最近ではクラブ仲間とのハイキングを楽

しみにされているともお話しされていました。

このたびの受章、おめでとうございます。

秘書課

瑞宝双光章（高齢者叙勲）／飯村量平さん

　11月１日、東京・千代田区の帝国ホテルにて、

一般財団法人大日本蚕糸会主催の令和６年度「蚕

糸功労者表彰式」が開催され、植野智恵さん（平方）

が「蚕糸有功賞」を受賞されました。

　植野さんは、繭から真綿にする真綿掛けや、真

綿から糸にする糸つむぎを第一線で50年以上にわ

たり行ってきました。現在も伝統工芸士と技術保

持者として熱心に後進の指導にあたり、後継者育

成にも尽力するなど活躍しています。

　結城紬は茨城県と栃木県にまたがる地域で生産

されていますが、茨城県内では植野さんのみが繭

から反物になるまでの一連の作業を行える技術者

です。すべての工程に精通しており、長年にわた

り実演者として技術を披露し、産地振興にも貢献

されています。

　受賞に際し、植野さんは「長年、家族の支援も

ありこの仕事を続けることができました。このよ

うな賞をいただけてありがとうございます。」と

感謝の意を表しました。今後の植野さんのさらな

る活躍に期待が寄せられています。このたびの受

賞、おめでとうございます。

秘書課

植野智恵さんが蚕糸有功賞を受賞

　１月12日、下妻市役所西側駐車場において

「令和７年下妻市消防出初式」が盛大に行わ

れました。消防署員や消防団員など、関係者

386人が参加しました。

　今回の出初式では、下妻小学校４年生の髙
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命され、服装点検、機械器具点検が行われま

した。参加者は、真剣な表情で式に臨み、消

防の役割を再認識しました。

　式典では、寺田光浩消防団長が「今後も日

々の訓練や水利点検を徹底し、気を緩めること

なく、全374名７個分団が力を合わせて下妻

市民を各種災害から守るために邁進していき

ます」と力強い決意を述べました。

消防防災課

令和７年下妻市消防出初式を開催

　山口和男さん（坂井）が令和６年度茨城県不法投棄防止の

功労者として茨城県知事から表彰されました。山口さんは

これまで、廃棄物の不法投棄を早期に発見するための監

視パトロールを積極的に実施し、自ら撤去処分を行うなど、

不法投棄の解消に向けた取り組みを行ってきました。この

活動により、さらなる廃棄物の搬入を防ぎ、事態の拡大を

抑えることに貢献しました。

　退職後は、市の臨時職員として不法投棄の監視活動に従

事し、その後は市のボランティア監視員にも登録。廃棄物

問題にとどまらず、環境全般にわたる活動を行っています。

また、市の環境審議委員として、県のＵＤ監視員代表とし

ても尽力しており、地域の環境保全に大きく貢献していま

す。

　山口さんは、「長年行ってきたことなので、認めていた

だけて嬉しいです。一時期多かった不法投棄はかなり減り

ました」と話していました。 　　　　　　　　 環境課

山口和男さんが茨城県不法投棄防止功労者表彰を受賞


